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渡
部　

市
代

　

問　

昨
今
、
介
護
保
険
制
度
で

は
解
決
で
き
な
い
虐
待
や
認
知
症

な
ど
、
複
雑
に
い
く
つ
か
の
問
題

が
重
な
っ
た
困
難
な
事
例
が
増

え
、
高
齢
者
ケ
ア
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
困
難
事
例

に
対
し
て
、
今
後
ど
う
ケ
ア
し
て

い
く
の
か
。
現
在
１
人
で
あ
る
あ

っ
た
か
相
談
員
の
今
後
は
。
介
護

予
防
と
な
る
訪
問
介
護
で
の
「
散

歩
援
助
」
は
、
こ
れ
ま
で
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
認
め
ら
れ
て

よりよい高齢者ケ

アのためどのよう

な施策を行うのか

　

問　

寺
尾
上
土
棚
線
は
、
藤
沢

市
の
国
道
１
号
線
か
ら
県
道　

号
４０

線
ま
で
４
車
線
が
完
成
し
て
い
る

が
、
そ
の
北
伸
は
緊
急
の
課
題
で

あ
る
と
考
え
る
。
平
成　

年
度
予

２１

算
の
新
規
事
業
と
し
て
、
広
域
道

路
対
策
事
業
１
１
６
７
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
寺

尾
上
土
棚
線
北
伸
へ
向
け
て
、
地

元
意
向
の
把
握
、
広
域
調
整
、
構

造
な
ど
の
検
討
を
行
う
と
し
て
い

る
。
地
元
意
向
の
把
握
に
対
す
る

取
り
組
み
予
定
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
広
域
調
整
の
内
容
、
頻
度

な
ど
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま

た
、
構
造
の
検
討
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
案
を
提
示
で
き
る
こ
と
が
具

体
化
へ
の
近
道
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
な
形
で
進
め
る
の
か
。

新
綾
ク
ラ
ブ　

笠
間
信
一
郎

寺
尾
上
土
棚
線
北
伸
に
向
け
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

　

問　

平
成　

年
２
月
に
総
合
福

１８

祉
会
館
複
合
施
設
整
備
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
が
立
ち
上
が
り
、
３

部
会
に
分
か
れ
て
研
究
・
検
討
さ

れ
て
い
る
が
、
現
在
の
進
ち
ょ
く

状
況
は
。
ま
た
、
第
１
の
建
設
候

補
地
と
し
て
の
市
役
所
北
側
隣
接

地
は
市
街
化
調
整
区
域
で
、
短
期

的
に
建
設
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。
建
設
が
予
想
さ

市
民
会
議　
　
　

青
�　

愼

２１

市
有
地
に
場
所
を
決
定
し
総
合

福
祉
会
館
の
早
期
建
設
を
望
む

れ
る
場
所
と
し
て
、
中
村
地
区
セ

ン
タ
ー
前
の
旧
町
役
場
跡
地
や
早

川
城
山
多
目
的
広
場
が
挙
げ
ら
れ

る
が
、
こ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
活

用
し
て
い
く
の
か
。
現
在
利
用
可

能
な
市
有
地
に
場
所
を
決
定
し
、

早
期
に
建
設
を
進
め
て
い
く
考
え

は
な
い
か
。

　

答　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

は
、
建
設
手
法
の
研
究
や
、
施
設

は
、
総
合
福
祉
会
館
を
は
じ
め
図

書
館
機
能
や
生
涯
学
習
機
能
な
ど

の
充
実
が
図
れ
る
よ
う
な
複
合
施

設
と
し
、
候
補
地
で
は
、
市
役
所

周
辺
を
中
心
に
建
設
可
能
な
敷
地

の
調
査
研
究
を
進
め
て
き
た
。
今

後
、
市
有
地
を
候
補
に
、
既
存
施

設
と
の
関
係
や
施
設
の
あ
り
方
な

ど
の
課
題
を
整
理
し
、
建
設
地
の

決
定
に
努
力
し
て
い
く
。ま
た
、新

た
な
土
地
利
用
の
方
針
が
決
ま
る

ま
で
は
、
旧
町
役
場
跡
地
は
中
村

地
区
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
と
し
て
、

早
川
城
山
多
目
的
広
場
は
ス
ポ
ー

ツ
広
場
と
し
て
使
用
す
る
。

（
ほ
か
に
「
人
と
人
が
ふ
れ
あ
う

交
流
施
設
に
つ
い
て
」
「
都
市
計

画
道
路
並
塚
笹
山
線
延
伸
に
つ
い

て
」
「
健
康
マ
ラ
ソ
ン
教
室
の
実

施
計
画
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

７月１２日、ドリームプレイウッズで開設７周年の記念イベント「ハマラカ祭」
が開催され、多くの子どもたちが流しそうめんやゲームを楽しみました

い
な
い
が
、
市
の
取
り
扱
い
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
、要
介

護
と
な
っ
た
と
き
に
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
土
台
と
な
る
、
自
分
の
半
生
と

こ
れ
か
ら
の
希
望
を
言
葉
と
し
て

残
す「
マ
イ
ケ
ア
プ
ラ
ン
」を
市
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
を
望
む
が
。

　

答　

困
難
事
例
に
対
し
て
は
、

早
期
対
応
や
地
域
ケ
ア
環
境
の
整

備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
年
度
か

ら
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
基

づ
き
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
地
域
住
民
団
体
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
的
確

な
施
策
を
推
進
す
る
。
一
人
で
暮

ら
す
高
齢
者
の
相
談
窓
口
で
あ
る

あ
っ
た
か
相
談
員
は
、
増
員
を
考

え
る
。
散
歩
援
助
は
、
自
立
支
援

に
資
す
る
場
合
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

可
能
と
し
て
お
り
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成
の
際
、
必
要
性
を
十
分
検
討

す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。
ま

た
、
マ
イ
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
、
ケ
ア

プ
ラ
ン
作
成
に
活
用
で
き
る
も
の

か
、今
後
の
動
向
を
見
守
り
た
い
。

（
ほ
か
に
「
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
と
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
の
共
存
で

き
る
交
通
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　

答　

寺
尾
上
土
棚
線
北
伸
区
間

は
、市
北
部
の
交
通
対
策
と
し
て
、

一
刻
も
早
く
実
現
さ
せ
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
現

在
、
本
市
が
中
心
と
な
り
、
相
模

原
、座
間
、海
老
名
の
４
市
と
県
で

「（
仮
称
）藤
沢
相
模
原
線
整
備
に

関
す
る
勉
強
会
」
を
発
足
さ
せ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。勉
強
会
は
年
４
、

５
回
開
催
し
、
県
事
業
と
し
て
進

め
て
も
ら
う
よ
う
、
来
年
度
ま
で

の
２
カ
年
で
道
筋
を
立
て
た
い
。

ま
た
、
懸
念
事
項
を
勉
強
会
な
ど

で
十
分
に
検
討
し
、
今
年
度
中
に

地
元
自
治
会
や
権
利
者
の
方
々
と

の
調
整
に
着
手
し
た
い
。そ
し
て
、

地
元
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

構
造
な
ど
を
決
定
し
た
い
。

（
ほ
か
に
「
電
線
類
地
中
化
事
業

に
関
す
る
今
年
度
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」
を
質
問
）

二
見　
　

昇

　

問　

不
審
者
が
子
ど
も
に
声
を

か
け
る
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。

犯
罪
や
交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
た

ち
を
守
る
た
め
、
地
域
で
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
が
結
成
さ
れ
、
登
下
校
時

に
通
学
路
の
安
全
確
保
や
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
っ
て
い
る
が
、
不
審
者

な
ど
の
苦
情
は
何
件
く
ら
い
あ
る

の
か
。
行
政
・
教
育
委
員
会
と
し

て
の
対
策
や
被
害
を
な
く
す
た
め

の
環
境
づ
く
り
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
青
パ
ト
（
青
色
回
転
灯
を

登下校時の子ども

たちの安全確保に

向けた取り組みは

搭
載
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
車
）
３
台

が
、
１
日
３
回
、
年
間
１
４
９
０

回
巡
回
し
て
い
る
と
聞
い
た
が
、

こ
の
回
数
で
、
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
を
守
れ
る
の
か
。
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
青
パ

ト
の
台
数
を
増
や
せ
な
い
か
。

　

答　

不
審
者
情
報
の
件
数
は
、

昨
年
度
は　

件
、
こ
と
し
は
現
在

３３

ま
で　

件
で
あ
る
。
小
学
生
全
員

１３

に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
貸
与
し
、
被
害

の
未
然
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、

学
校
で
は
、
不
審
者
が
近
づ
い
て

き
た
ら
逃
げ
る
よ
う
に
指
導
し
て

い
る
。
青
パ
ト
の
導
入
は
犯
罪
の

抑
止
が
目
的
で
あ
り
、
子
ど
も
の

登
下
校
時
の
安
全
の
ほ
か
、
市
民

が
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の

取
り
組
み
も
必
要
で
あ
る
。
一
部

の
青
パ
ト
は
登
下
校
時
に
あ
わ
せ

て
巡
回
し
て
い
る
が
、
よ
り
安
全

確
保
に
配
慮
し
た
運
用
を
し
て
い

き
た
い
。ま
た
、リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
に
も
青
パ
ト
が
あ
る
た
め
、
効

果
的
な
巡
回
を
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
生
活
保
護
の
現
状
に

つ
い
て
」
「
日
米
地
位
協
定
に
つ

い
て
」
を
質
問
）

●
５
月

　

日　

５
月
臨
時
会
・
議
会
全
員

１５

協
議
会
・
議
会
報
編
集
委

員
会

　

日　

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会

２０

報
編
集
委
員
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２６
　

日　

和
歌
山
県
有
田
市
議
会
議

２８

員
来
市（
適
応
指
導
教
室
）

　

日　

５
月
第
２
回
臨
時
会
・
議

２９

会
全
員
協
議
会

●
６
月

２
日　

６
月
定
例
会
本
会
議
（
初

日
）・
議
会
運
営
委
員
会
・

議
会
全
員
協
議
会

５
日　

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

８
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

９
日　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

１０
　

日　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

１１
　

日　

６
月
定
例
会
本
会
議
（
第

１５

２
日
）

　

日　

６
月
定
例
会
本
会
議
（
第

１６

３
日
）・
議
会
運
営
委
員
会

　

日　

６
月
定
例
会
本
会
議
（
最

１９

終
日
）
・
議
会
全
員
協
議

会
・
議
会
報
編
集
委
員
会

　

日　

茨
城
県
潮
来
市
議
会
議
員

２３

来
市
（
介
護
保
険
行
政
）

　

日　

富
山
県
小
矢
部
市
議
会
議

２５

員
来
市
（
安
全
安
心
メ
ー

ル
）

●
７
月

８
日　

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視

察
（
小
田
原
市
）

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

１５
　

日　

７
月
臨
時
会
・
議
会
全
員

２２

協
議
会

　

日　

厚
木
基
地
に
関
す
る
要
望

３０

書
提
出
（
防
衛
省
ほ
か
）

●
８
月

３
日　

議
会
報
編
集
委
員
会

４
日
〜
５
日　

基
地
対
策
特
別
委

員
会
行
政
視
察
（
石
川
県

小
松
市
・
小
松
基
地
）

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き


